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修士論文要旨
母親の養育態度差に対する子の態度変容のプロセス：
　　グラウンデッド・セオリー・アプローチの適用
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詫間　香織（Kaori　Takuma）指導：根ヶ山光一教授
【目的】
　本研究では、データに密着した分析から独自の理論を生
成する質的研究法である修正版グラウンデッド・セオリH
アプローチ（木下、2003）を用いることにより、母親の養育
態度差に対する子の態度変容のプロセスを、子の発達とい
う時間軸の中でとらえることを目的とした。
【方法】
対象者　母親の養育態度差を強く認知している2人きょう
だいの大学生をサンプリングし、7名（男性2名、女性5名、
平均年齢20，2±1．3歳）に半構造化インタビューを行った。
分析方法：録音から逐語録を作成し、分析データとした。
そして、修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチの
分析手順に従い、データから、分析の最小単位である概念
を生成後、概念の集合体であるカテゴリーを生成した。そ
して、カテゴリー間の関係を統合し、研究対象である事象
を説明するグラウンデッド・セオリーを作成した。
【結果と考察】
　分析過程において、対象者が経験している養育態度差が
ネガティブである（母親はきょうだいよりも自分に厳しく、
母親はきょうだし）寄りの立場である）のか、ポジティブで
ある（母親はきょうだいよりも自分に甘く、母親は自分寄
りの立場である）のかを基準として対象者を2つに分類し、
別々に分析を行うことにより、前者からはモデルAを後者
からはモデルBを生成した。また、1人の対象者について
は、例外として両分析のデータに含めた。以下に、生成さ
れたモデルAおよびモデルBについて説明を行う。なお、文
中の記号については、　は概念を、＜　＞はカテゴリーを、
＜　＞は、概念がカテゴリーとなったことを意味している。
　　　　　　　　　　　モデルA
　対象者は、小さい頃に、養育態度差に関する印象的な出
来事である＜小さい頃のトラウマ＞を持っている。そして、
小さい頃より養育態度差に対する直接的不満・不快や、養
育態度差を理解できないことによる不満・疑問という＜ス
トレス＞を持っている。中学や高校の時期には、養育態度
差に対して多く悩んだりもがいたりすることを特徴とする
＜中学・高校時期の葛藤＞をしている。また、この時期は、養
育態度の修正を求めるという母親への直接的アプローチが
激しい時期である。しかし、養育態度差の不変性への気付
きを経験している。そうした中で、子は＜ストレス対処＞
という、ストレスを減らすための心理的作業を行っており、
養育態度差を感じる機会を回避する、養育態度差を納得で
きる理由を見つけて理由付けをする、母親の養育態度はこ
れからも変わらないとあきらめるという方法がみられた。
そして、以前よりも現在の方が＜ストレス＞が軽減してい
る（＜大きくなってからのストレスの軽減＞）。
　　　　　　　　　　　モデルB
　対象者は小さい頃に、養育態度差に対して、母親は自分
の味方である（＜母親は味方である小さい頃＞）という捉
え方をしている。しかし、大きくなってからは養育態度差
を意識するようになり、それに対して＜冷静な理解＞をし、
納得をしている。また、その理解は、母親の立場に立った
冷静な理解であり、自分への養育態度は修正版であるとい
う理解や、養育態度に差異はあるものの平等な部分もある
という部分的平等といった理解も含まれる。しかし、一方
では養育態度差に関して違和感を感じていたり、きょうだ
いのひがみを感じている・。しかし、対象者は、母親の立場
に立った冷静な理解をすることにより、＜違和感の打ち消
し＞という心理的作業を行い、違和感を母親には伝えない
という配慮をしている。こうしたプロセスの結果、対象者
は養育態度差を＜受容＞し、現在は、養育態度差に関する
母親の苦労への気遣いや、自分への養育態度に対する感謝・
恩返しなどの＜母親への思いやり＞の気持ちを持っている。
　以上から、モデルAとモデルBは、養育態度差に対して
異なる態度変容のプロセスを辿っている。対象者は、対極
な養育態度差を経験することにより異なる課題を引き受け、
発達の過程において異なるスタンスを取ることにより、そ
れぞれに母親に対して1人の個人として適切な距離を取る・
ようになるということが示唆された。また、例外として両
分析のデータに含めたI人の対象者については、両モデル
間を行き来するプロセスを辿ることが明らかになった。こ
れにより、2つの典型モデルが重なる可能性があることも
示唆された。
　データに密着して得られたこれらのモデルが、今後、きょ
うだい間の養育態度差を理解する足がかりになることが期
待される。
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